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農
地
転
用
許
可
に
つ
い
て

農
地
法
違
反
者
は
、
是
正
に
よ
り
農
地
転
用
が
可
能
と
な
る

富と
み
た田　

勝
ま
さ
る

Q　

平
成
30
年
７
月
よ
り
農
業
委
員
会
が

新
体
制
で
発
足
し
た
が
現
状
は
。

A　

農
業
委
員
は
総
会
に
お
い
て
合
議
体

と
し
て
の
意
思
決
定
を
行
う
。
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

Q　

農
地
の
保
有
者
に
農
地
法
違
反
が
あ

っ
た
場
合
の
対
応
は
。

A　

農
地
法
違
反
を
し
て
い
る
申
請
者
に

対
し
て
転
用
許
可
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

違
反
状
態
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
り
農
地

転
用
許
可
が
可
能
と
な
る
。

Q　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

A　

農
地
に
支
柱
を
立
て
営
農
を
継
続
し

な
が
ら
上
部
空
間
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
と
発
電
を

両
立
す
る
仕
組
み
で
、
支
柱
の
基
礎
部
分

に
つ
い
て
一
時
転
用
許
可
が
必
要
と
な
る
。

ー
防
災
に
つ
い
て
ー

Q　

台
風
19
号
で
の
自
主
防
災
組
織
、
消

防
団
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
か
。

A　

全
て
の
消
防
団
が
出
場
し
て
災
害
の

警
戒
活
動
に
あ
た
っ
た
。
結
果
、
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
は
な
か
っ
た
。

Q　

避
難
所
で
の
社
会
的
弱
者
へ
の
対
応

は
。

A　

一
般
の
避
難
所
へ
、
避
難
で
き
な
い

高
齢
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

福
祉
避
難
所
へ
の
受
け
入
れ
を
お
願
い
し

て
い
る
。

Q　

公
民
館
行
事
と
し
て
防
災
訓
練
を
考

え
た
ら
と
思
う
が
。

A　

今
後
自
主
防
災
組
織
等
の
交
流
会
を

予
定
し
て
お
り
、
支
会
単
位
で
の
避
難
所

開
設
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

榛
の
森
公
園
の
今
後
に
つ
い
て

一
体
的
な
活
用
を
検
討
し
て
い
く茂も

て
ぎ木　

一い
ち
ろ
う郎

Q　

公
園
名
称
を
含
む
周
辺
の
一
体
的
な

整
備
予
定
は
。

A　

榛
の
森
南
公
園
と
志
戸
川
の
間
に
は
、

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
す
ぱ
ー
く
岡
部
、

旧
岡
部
環
境
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
、
残
土
置

場
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
。
で
き
る
部
分

か
ら
進
め
る
考
え
で
、
令
和
元
年
度
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
や
健
康
遊

具
の
設
置
な
ど
、
市
民
の
健
康
維
持
の
一

助
と
な
る
よ
う
な
整
備
を
進
め
て
い
る
。

県
道
花
園
本
庄
線
の
全
線
開
通
を
見
据
え

て
、
榛
の
森
公
園
及
び
榛
の
森
南
公
園
の

一
体
的
な
活
用
に
は
法
的
制
限
の
あ
る
土

地
も
あ
る
が
、
周
辺
の
市
有
地
の
再
活
用

も
含
め
て
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Q　

県
道
花
園
本
庄
線
の
榛
沢
新
田
工
区

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A　

榛
沢
新
田
工
区
は
、
深
谷
市
内
の
す

ぱ
ー
く
岡
部
付
近
の
藤
治
川
と
、
本
庄
市

内
の
本
庄
早
稲
田
駅
付
近
の
県
道
本
庄
寄

居
線
ま
で
の
区
間
、
約
２
・
８
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
バ
イ
パ
ス
整
備
を
し
て
い
る
。
用

地
買
収
率
は
深
谷
市
内
で
約
92
％
、
本
庄

市
内
で
約
24
％
で
あ
る
。
工
事
は
こ
れ
ま

で
深
谷
市
内
で
約
３
４
０
メ
ー
ト
ル
が
完

成
し
て
い
る
。
志
戸
川
に
架
か
る
橋
の
両

岸
の
橋
台
が
完
成
し
た
が
未
買
収
用
地
が

あ
る
た
め
、
具
体
的
な
時
期
は
示
せ
な
い
。

Q　

寄
居
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
上
り
線
の

開
通
時
期
は
。

A　

令
和
元
年
11
月
末
時
点
で
用
地
買
収

率
が
９
割
程
度
で
、
現
在
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
に
お
い
て
用
地
交
渉
を
進
め
て

い
る
。 

工
事
は
、
用
地
買
収
済
み
区
間

で
、
舗
装
を
残
し
お
お
む
ね
完
了
し
て
い

る
。
開
通
時
期
は
、
用
地
未
買
収
箇
所
が

あ
る
た
め
、
具
体
的
な
時
期
は
示
せ
な
い
。

　
避
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所
は
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内
に
何
箇
所
あ
る
か

市
内
に
は
、
62
箇
所
の
避
難
所
が
あ
る

加か
と
う藤　

利と
し
え江

Q　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
藤
治
川
の
氾
濫
情
報
が
流

れ
た
が
、
市
で
は
な
ぜ
発
表
が
な
か
っ
た

の
か
。

A　

藤
治
川
は
県
管
理
河
川
で
あ
る
た
め
、

管
理
者
で
あ
る
県
か
ら
の
発
表
と
な
る
。

Q　

台
風
19
号
の
時
に
避
難
所
と
し
て
使

っ
た
所
は
何
箇
所
あ
っ
た
か
。

A　

今
回
の
台
風
19
号
に
伴
い
開
設
し
た

避
難
所
は
、
藤
沢
公
民
館
、
南
公
民
館
、

岡
部
公
民
館
、
花
園
公
民
館
、
も
く
せ
い

館
、
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
、
川
本
南
小

学
校
、
新
岡
部
公
民
館
、
花
園
文
化
会
館

ア
ド
ニ
ス
の
９
箇
所
で
、
そ
の
他
の
公
共

施
設
４
箇
所
に
避
難
さ
れ
た
避
難
者
を
合

わ
せ
る
と
、
避
難
者
の
総
数
は
３
４
２
０

人
で
あ
っ
た
。

Q　

放
送
で
、
避
難
所
に
来
る
時
に
は
毛

布
と
食
料
品
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
と
あ

っ
た
そ
う
だ
が
本
当
か
。

A　

持
参
に
つ
い
て
放
送
は
し
て
い
な
い
。

ー
市
営
住
宅
に
つ
い
て
ー

Q　

市
営
住
宅
入
居
者
か
ら
「
空
き
部
屋

が
多
い
」
と
の
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
空

い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
齢
者
が
年
金

で
入
れ
る
施
設
に
し
た
ら
良
い
と
思
う
が
。

A　

市
営
住
宅
は
、
国
民
生
活
の
安
定
と

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
の
で
「
高
齢

者
が
年
金
で
入
れ
る
施
設
」
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

ー
川
本
公
民
館
に
つ
い
て
ー

Q　

も
く
せ
い
館
を
ど
う
す
る
か
は
、
検

討
中
と
話
が
あ
っ
た
が
結
論
は
出
た
か
。

A　

も
く
せ
い
館
の
カ
ラ
オ
ケ
や
入
浴
サ

ー
ビ
ス
は
、
残
す
こ
と
で
調
整
し
て
い
る
。

市営新井住宅

スマホは
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スマホは
こちらから

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
17
色
の
カ
ラ
フ
ル
カ
ラ
ー
で
啓
発
を

認
知
度
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
く

五ご

ま間　

く
み
子こ

Q　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ゴ
ー
ル
ズ
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
の
略
で
、
２
０
１
５
年

９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
年

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
盛
り
込
ま
れ
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
を
理
念
に
、
17
の
目
標

と
、
各
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
１
６
９

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
達
成
基
準
）
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け

て
は
、
国
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
暮
ら
し

に
密
着
し
た
基
礎
自
治
体
で
の
取
り
組
み

こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
何
よ
り
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
は
、
本
市
の
偉
人
、
渋
沢
栄
一

翁
の
忠
恕
の
心
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る

と
思
う
。
本
市
と
し
て
は
。

A　

引
き
続
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
国

の
実
施
方
針
に
留
意
し
、
施
策
を
推
進
す

る
。
総
合
計
画
の
改
訂
時
に
は
、
そ
の
考

え
方
を
踏
ま
え
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

ー
多
胎
児
の
子
育
て
環
境
の
強
化
を
ー

Q　

双
子
や
三
つ
子
と
い
っ
た
多
胎
児
の

出
生
割
合
は
、
こ
の
半
世
紀
程
で
ほ
ぼ
２

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
多
胎
児
の
７
割
が
、

低
出
生
体
重
児
と
の
報
告
も
あ
り
、
医
療

や
発
達
へ
の
支
援
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
同
時
に
２
人
以
上
の
妊
娠
・
出
産

・
育
児
を
す
る
こ
と
に
伴
う
、
身
体
的
・

精
神
的
な
負
担
や
経
済
的
な
問
題
、
社
会

か
ら
の
孤
立
な
ど
、
多
胎
児
な
ら
で
は
の

困
難
さ
に
直
面
す
る
保
護
者
も
少
な
く
な

い
。
本
市
に
お
け
る
多
胎
児
支
援
は
。

A　

全
て
の
妊
婦
に
、
妊
娠
中
か
ら
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
し
て
い
る
。
多
胎
児
家

庭
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

スマホは
こちらから

ソーラーシェアリングの例（農林水産省 HP より掲載）


